
 
 
 
 
 
発 行  ： 米子市子ども会連合会  
事務局 ： 米子市錦町１丁目１３９番地３ ふれあいの里１階 

  米子市こども総本部こども政策課内 

令和４年度優 良
ゆうりょう

子ども会 
令和３年度に比べ令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の影響に配慮しつつ各子ども会での活

動を実施しやすい状況が続きました。そんな中で、様々な工夫を行い、できる範囲で活動を進めた、
鳥取県内の子ども会で、特に活動が優れた子ども会に鳥取県子ども会育成連絡協議会から表彰があり
ました。 
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今津子ども会(淀江地区) 

感染対策を取りながら、７月に今津海岸

を清掃。８月に今津海岸にて日中はカヤッ

ク体験、夜は花火大会を実施。１月は新年

お楽しみ会で親睦を深め、３月の歓送迎会

で、６年生に感謝を伝え、新１年生を迎え

て活動を終わりました。どの活動もほぼ全

員参加し、子ども達の絆が深まりました。 

崎津 7 区子ども会(崎津地区) 

コロナ感染対策を取りながら、３年ぶ

りに活動を開始。７月に夏の星空観察会

を実施し、12 月にはもちつきを実施、

しめ縄作りも実施しました。思い切って

活動を始めてみたら、たくさんの参加が

あり、児童は積極的に活動を楽しんでい

ました。 

令和５年度米子市子ども会連合会 ブロック別研修会 

５月１３日、１４日にブロック別研修会がありました。「一緒にしょいや！子ども会」というテ

ーマでお話をして頂きました。その中で、体験活動を経験した子どもは自尊感情が豊かに育つとい

うお話がありました。 

前年度はコロナ禍という事もあり、地区での子ども会活動をする機会が少なかったと思います。

今年度は様々な活動が再開し体験活動がしやすくなりました。少しでも子ども会を通して子ども達

の体験活動が充実出来るようサポートしていけたらと思います。 

●育成者とは？   子どもを持つ親(父母)はもちろんのこと、地域に住む全ての大人をいいます。 

 

 

 

 



『市子連だより』はホームページでもご覧いただけます。 

http://www.city.yonago.lg.jp/8889.htm   （バックナンバーもご覧いただけます） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和５年度米子市子ども会連合会育成者研修会 
6 月 25 日(日)米子市役所本庁舎 401 会議室にて、有限会社クレイド 代表取

締役 平尾 貴志さんに「子どもたちの SNS 活用リテラシー向上ポイント勉強会 ～大人
たちが引き離されないために～」と題して講演をして頂きました。様々な種類の SNS につ
いての活用方法や、トラブルに巻き込まれないための注意点などを学び、子どもたちに伝
えていけるよう分かりやすい講演会を拝聴いたしました。 

〚 参加者の声 〛 
・今更調べたり、聞いたりしにくい事を 

わかりやすく話してもらいよかった。 

・SNS を使わない未来はなく、就活にも 

関わってくるということを知れた。 

・大人も子供も SNS を学ぶ必要性がある。 

 

～ お知らせ ～ 
◆「子ども達の地域活動 育成者研修」を実施します。 

詳細は鳥取県子ども会育成連絡協議会のホームページをご覧いただき、お申込みお願いします。 

◆「米子市子ども大会」を令和５年１０月２９日(日)に開催します。 
会場 ： 米子市文化ホール イベントホール 

子ども会インリーダー育成研修 

５月２１日に第１回インリーダー育成研修会

を、巌地区子ども会のみなさんと合同で行いま

した。 

初顔合わせということもあり、自己紹介や夏

の自然体験に向け、話し合いを行い、次回の

研修会までに各自で体験の内容と目的を考え

る宿題が出されました。 

第２回の研修会では、緊張感が少し抜け、シ

ニアリーダーやジュニアリーダーのサポートを

受けつつ、積極的に案を出し合い、夏の自然

体験は城山登山と皆生での海水浴に決定しま

した。 

今後のインリーダーの成長がたのしみです♫ 
 

 

巌連合子ども会 

５月に５、６年生を中心にこども総会を行い

ました。コロナ禍で行事がしばらく中止されて

いたため、コロナ前に行われていた行事を今

年から再開していくよう取り組んでいます。そ

こで９月１０日に『いわお連合子どもまつり』を

開催することが決まり、それに向けて毎月１回

子ども会議を開き、話し合いを進めています。 

様々な行事の経験のない親子さんがいます

が、シニアリーダーやジュニアリーダーのサポ

ートを受けながら準備を進めており、サポート

のおかけで子ども達は円滑に話し合うことが

出来ています。 

 
 


